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忌避効果

夜を再現した環境下で10分間におけるトラップ数を計測

?

パルスの長さ: 6ミリ秒
パルスの反復率: 10パルス/秒

粘着版 (10 × 10 cm)
 + 寄主植物 (ダイズ or ネギ)

交尾済みのメス成虫

風洞 (66 × ɸ11.5 cm)

風速:
0.25 cm/秒スピーカ
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円柱状スピーカ (200g)

装置本体
(2kg)

防水ケース

10 cm

（水平方向に）全指向性スピーカの開発
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設置例 02 Sep. 16 Sep. 23 Sep.09 Sep.

超音波 あり
殺虫剤 1回散布

超音波 なし
殺虫剤 9回散布

シ
ロイ
チ
モ
ジ
ヨト
ウ
の
幼
虫
に
よ
る
被
害
株
率

(%
) 超音波 なし

殺虫剤 9回散布

−93%

葉ネギ露地圃場での実証試験

日付

約60dB
@25m
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今後

Thanks to
伊藤 彰夫 氏 德丸 晋虫 氏 青木 元彦 氏
山岸 希 氏  佐藤 武史 氏 安達 祐司 氏

適用拡大
果樹の吸蛾類 & ノメイガ類
忌避超音波のパラメータの特定

全指向性スピーカの開発
より安価で有効範囲の広い装置へ 50% speed

After tracking
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おまけ
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アウトライン

蛾類と超音波
イントロに代えて

1

ハスモンヨトウの防除試験
＠イチゴ栽培施設栽培

2

シロイチモジヨトウの防除試験
＠ネギ露地圃場

3

吸蛾類（ヒメエグリバ）の防除試験
＠スモモ露地圃場

4
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蛾類と超音波
イントロに代えて

1

ハスモンヨトウの防除試験
＠イチゴ栽培施設栽培

2

シロイチモジヨトウの防除試験
＠ネギ露地圃場

3

吸蛾類（ヒメエグリバ）の防除試験
＠スモモ露地圃場

4

アウトライン
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蛾類と…

Credit: Aaron J. Corcoran

1
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超音波の検知1

Rendall 2013

スズメガ類
Göpfert et al. 2002

Kawahara et al. 2019

500 m

メイガ類

500µm

ヤガ類
タテハチョウ類
Lucas et al. 2014

1 mm

5500万～6500万年前



19

コウモリからの逃避1

Roeder 1962

超音波刺激

飛翔経路

耳を持つ蛾類は超音波を忌避する



20

初はトウモロコシ＠アメリカ（Belton & Kempter 1962）

中野 2012

害虫防除の事例1

現エグリバ
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徳島県果樹研による先行研究（小池 2008）
モモの吸蛾類の防除に超音波を活用

害虫防除の事例1
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害虫防除の事例1

徳島県果樹研による先行研究（小池 2008）
モモの吸蛾類の防除に超音波を活用
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アウトライン

蛾類と超音波
イントロに代えて

1

ハスモンヨトウの防除試験
＠イチゴ栽培施設栽培

2

シロイチモジヨトウの防除試験
＠ネギ露地圃場

3

吸蛾類（ヒメエグリバ）の防除試験
＠スモモ露地圃場

4


